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森 田　 昌良,中 川　 晴夫,鈴 木 　駅一
CEFIXIME CONCENTRATION IN HUMAN PROSTATIC 
TISSUE FOLLOWING 3-DAYS OF ADMINISTRATION
   Masayoshi Morita, Haruo Nakagawa and Kiichi Suzuki 
From the Department of Urology, TUR Section, Sendai Social Insurance Hospital
   The penetration of Cefixime (CFIX) into the prostatic tissue and the serum was examined 
in 54 patients with benign prostatic hypertrophy treated with transurethral resection of the prostate. 
CFIX was administered orally in a dose of  200mg 2 times daily for 3 days preoperatively. The 
blood samples were taken at the time of the tissue sampling. 
   The patients were divided into 2 groups. In group 1 (16 patients), the tissue sampling was done 
about 17 hours after the final drug administration. The mean concentration of CFIX was 0.83± 
0.49 ug/g in the prostatic tissue and 0.84±0.63 pg/ml in the serum. In the prostatic tissue, CFIX 
was detected in only 4 patients, in the other 12 patients, CFIX was not detected. 
   In group 2 (38 patients), tissue sampling was done 5.5 hours after thefinal drug administration. 
The mean concentration of CFIX was 1.08±0.47 pg/g in the prostatic tissue and 3.18±1.28 pg/ml 
in the serum.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1581-1584, 1991)














Cefiximeの化 学構 造 式
本 剤 は従 来 の経 口用 セ フ ァ ロス ポ リン剤 や ペ ニ シ リ
ン剤 と異 な り,各 種 の β一ラ クタ マ ー ゼ に安 定 でi),抗
菌 力 で はE.coli,Klebsiella,P.mirabilis,H.infl.
uenzaeなどの グ ラム陰 性 菌 に 対 して は も ち ろん の こ
と,従 来 の 経 ロセ フ ァ ロス ポ リン剤 で 抗 菌 力 の 弱 い
N.gonorrhoeae,Serratia,Indole(十)Proteusに



























17時間で血液5m1お よび前立腺約lgを 採取 した.










(株)三菱 油化 ビー シ ーエ ル に検 体 を 依 頼 し,E.coli







で 検 出 限 界 以下(以 下N.D.)で あ った が,検 出 され
た4症 例 で はo.38～138μ9/9で,平均o・83±o・49deg(
9で,sは0.24～2.58deg/mlで平 均o・84±0.63deg/
m1で あ った。 また検 出 され た4症 例 に つ い て 計 算 し
たP/Sは0.32～0.64で,平均0.47±0.14であ った ・
Table2には午 後 に 手術 を施 行 した38症例(group
2)に つ いて,そ れ ぞ れ の 濃 度 お よび濃 度 比 を 示 した ・
200mg最終 投 与 後5.5時間 で のPはo・33～2・69μ919
で あ り,平 均1.08±0.47deg/9で,Sはi.a4～6.89


















TableI・CFIX三 日間 で 合 計1,200mg投与,200mg最 終 投 与 後 約17時間 の デ ー タ


































































































H.D.=検出 限界 以 下
森田,ほか:Cefixime3日間連続投与後の前立腺組織内濃度について
9で,sは 平 均3・18±1・28μ9/mlでP/sは平 均
0.35±0.10であ っ た.200mg最 終 投 与 後 約17時間
(午前 中 に手 術 を 施 行 した16症例)で は,Sは 全 例 で
検 出 され た がPは16症 例 中12症例 でN.D.で あ った.
検 出 され た4症 例 で は,Pは 平 均o.83±o.49μg/g,s
は平均0.84±0.63ug/mlでP/sは平 均o.47±o.14
であ った(Table1,2).
森 田 ら4-7)がす で に 報 告 して い る,ピ リ ドンカル ボ
ン酸系 合成 抗 菌 剤4種 類 で,そ れ ぞ れ3日 間 で 合 計
1,800mg経口投 与 し,200mg最 終 投 与 後約17時間 と
5.5時間 後 のPや そ の他 の デ ー タ に比 べ て,CFIXの
デ ータは 大 いに 異 な る点 が 見 受 け られ た.そ の うち,
大 きな相違 点 の一 つ はP/sで あ ろ う.す なわ ち,ピ
リ ドンカル ボ ン酸 系 合成 抗 菌 剤4種 類 で は,P/Sの 平
均値は い ずれ も1な い し2以 上 で あ り,薬 剤 に よ って
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ると遥かに低い値であった.ま たも う一つ の相違点








Table2・CFIX三 日間 で合 計1,200mg投与 ,200mg最 終 投 与 後5.5時間 の デ ー タ



























































































































































































































































陰性菌の大部分 のMICを 上回 る前立腺組織内濃度
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